
平成２４年１１月９日 

本資料および説明会での内容については、現在入手可能な情報から説明しておりますが、事業環境が大きく変動することも考えられます。投資のご判断の際には、本資料に併せて、有価証券

報告書などの法定開示書類をご参考にして下さいますよう、お願い申し上げます。なお、閲読性を考慮し、掲載されている取引先様の機関名、会社名など敬称を省略させて頂いております。 
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 売上高         ２９ . ７億円   （ 対前年同期比 ＋２５％ ） 
                                    （ 実質 ＋１６％ ） 

 

 営業利益              ３ . ５億円   （ 対前年同期比  ＋４１％ ） 
 経常利益              ３ . ５億円   （ 対前年同期比  ＋３９％ ） 
 半期純利益        ２ . ０億円   （ 対前年同期比  ＋３７％ ） 
 
 
 主力サービス（自社販路のＥＣ支援サービス）に注力 

 システム提供からマーケティング支援への転換を推進 

 数（顧客店舗数）から質（店舗の業績向上）への転換を推進 

 顧客店舗の売上増によりフロウ売上が増大 

 
 マーケティング支援強化のための人材投資 

 安定高速化のためのシステム投資 

 
 コールセンターの効率化（札幌へ） 

 集客事業（子会社）のオペレーション効率化 

 

 

連結損益 百万円 前年同期比増減 

売 上 高  ２,９７３ +２５％ 

    ストック １,１７９ △ ３％ 

    フロウ  ８８７ +１３％ 

    集客 ７８７ +１６９％ 

    その他 １１８ + ５５％ 

営 業 利 益  ３５３ +４１％ 

経 常 利 益  ３５０ +３９％ 

半 期 純 利 益 ２０７ +３７％ 
※1 当期より、売上高の内訳区分を一部変更しています。 
          なお、増減率は、前年も同様に区分した場合の数値を記載しています。 
※2 子会社売上高を、「集客」と区分表示しています。 

 第２四半期決算概要 平成２５年３月期 第２四半期決算説明資料 

ストック 

フロウ 

その他 

売 
上 
高 

サービス利用料 月次料金 

代行料各種 店舗売上連動 

WEBマーケティング 集客 

クロスセル・セミナー 



P.4 

業績背景 

流通額 ・ 前年同期比 受注件数 ・ 前年同期比 

累計 ３０,４８４ 契約 

 
前年同期比 

-７,３４１ 

自社販路 依存販路 

１９,１０６ 
-６６０ 

１１,３７８ 
-６,６８１ 

ショップ系 
サービス 

２７,２８５ 
-３,３１５ 

１７,７６５ 
-６１２ 

９,５２０ 
-２,７０３ 

ホスティング系 
サービス 

３,１９９ 
-４,０２６ 

１,３４１ 
-４８ 

１,８５８ 
-３,９７８ 

累計契約数 ・ 前年同期比 

３９３万件 
 

＋１０万件 
３％増 

４４２億円 
 

△１０億円 
２％減 

主力サービス ( 自社販路のＥＣ支援サービス ) に注力 

システム提供からマーケティング支援への転換を推進 

数 ( 顧客店舗数 ) から質 ( 店舗の業績向上 ) への転換を推進 

顧客店舗の売上増によりフロウ売上が増大 
 

           全体顧客数                                  △７,３４１    

     自社販路ショップ系                              △６１２ 
                                 （ 主力サービス                                                  △３８ ） 
 

    依存販路、ホスティング系  △６,７２９ 

 業績背景 平成２５年３月期 第２四半期決算説明資料 

うち主力サービス 
(大型店舗除く） 

 ３１１万件 
 

＋３８万件 
１４％増 

３４７億円 
 

＋４５億円 
１５％増 
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主力サービス 
（自社販路のＥＣ支援サービス：ショップサーブ） 

  の続伸により、連結売上高は拡大 

 
 連結全体    対前年同期比  ＋２５％ 
 主力サービス      〃         ＋１９％ 
 非主力サービス       〃         △２５％ 
 集客サービス         〃        ＋１６９％(※) 

  （ ※ただし、前年は３ヶ月分） 

 

 

  （補）集客サービスを前年も６ヶ月間見ると、 

           連結全体       対前年同期比      ＋１６％ 

         集客サービス        〃           ＋６５％ 
 
   

 売上高 平成２５年３月期 第２四半期決算説明資料 

非主力サービス 
（依存販路、 
 ホスティング系 等） 

集客（子会社売上高） 
ウェブマーケティング 
サービス 

（単位：百万円） 

主力サービス 
（自社販路の 
 ＥＣ支援サービス） 

【 連結売上高 】 

上 下 上 下 上 下 上 下 上 下 上 下 上 
2012 2011 2010 2009 2008 2007 2006 

詳細、次頁へ 
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 売上高（補足１） 平成２５年３月期 第２四半期決算説明資料 

 
店舗売上高増大により、 

フロウ収益が拡大していることが 

主力サービス続伸の主因 
 
     フロウ   対前年同期比  ＋２３％ 
   店舗のマーケティング支援の効果 
            システムの安定高速化の効果 
 
        ストック  対前年同期比 ＋２０％  
            スマホ対応サービスを有料化 

（単位：百万円） 

ストック 

フロウ 

その他 

【 主力サービスの売上高 】 
（自社販路のＥＣ支援サービス：ショップサーブ） 

上 下 上 下 上 下 上 下 上 下 上 下 上 
2012 2011 2010 2009 2008 2007 2006 

店舗収益連動 
× 

各種サービス 

利用料 
× 

店舗数 

月額料 （毎月） 
開通料 （新規） 

決済代行料 
送客手数料 
受注手数料 

ストック売上 

フロウ売上 

その他売上 クロスセル・セミナーなど 

前頁より 



売上高（構成）推移 
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２００９ 
上期 

２００９ 
下期 

２０１０ 
上期 

２０１０ 
下期 

２０１１ 
上期 

２０１１ 
下期 

２０１２ 
上期 

対前年 
同期比増減 

売 上 高 １,７７３ １,８７０ １,９７３ ２,０９５ ２,３７５ ２,９６２ ２,９７３ ＋２５％ 

ス ト ッ ク １,１２７ １,１６０ １,２０４ １,２２５ １,２１８ １,１５９ １,１７９ △３％ 

フ ロ ウ ５４５ ６３１ ６８８ ７７１ ７８７ ８９７ ８８７ ＋１３％ 

集 客 － － － － ２９２ ７９３ ７８７ ＋１６９％ 

[ 百万円、百分率 ] 

フロウ 
 

店舗収益連動 
 

・送客手数料 
・決済代行料 
・受注手数料 等 

ストック 
 

店舗数連動 
・開通料（開通月） 
・月額料（毎月）等 

 

フロウ売上が増加（対前年同期比  ＋１３％ ）     

 
 
ストック売上が減少 （対前年同期比 △３％） 
   －依存販路顧客数の減少（    〃   △６,６８１件） 

   －主力サービスでも減少（   〃       △３８件） 
     （数より質、店舗支援、フロウ重視） 

 売上高（補足２） 平成２５年３月期 第２四半期決算説明資料 

集客 
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【 連結売上高 】 

単位：百万円 

上 下 上 下 上 下 上 下 上 下 上 下 上 
2012 2011 2010 2009 2008 2007 2006 
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営業利益・経常利益・半期純利益・経常利益率 
２００９ 
上期 

２００９ 
下期 

２０１０ 
上期 

２０１０ 
下期 

２０１１ 
上期 

２０１１ 
下期 

２０１２ 
上期 

対前年 
同期比増減 

営 業 利 益 ２７５ ２２５ ２８９ ３１４ ２５０ ２４７ ３５３ ＋４１％ 

経 常 利 益 ２７８ ２２７ ２９３ ２９８ ２５１ ２５１ ３５０ ＋３９％ 

半期純利益 １６２ １２４ １５９ １６９ １５２ １２８ ２０７ ＋３７％ 

経常利益率 １６％ １２％ １５％ １４％ １１％ ８％ １２％ － 

[ 百万円、百分率 ] 

売上増、およびバランスのとれた投資 
により利益増 
    営業利益            ３５３百万円 対前年同期比   ＋４１％ 

    経常利益            ３５０百万円       〃           ＋３９％  
    半期純利益        ２０７百万円          〃           ＋３７％ 
 

店舗のマーケティング支援強化のために、人員を傾斜配置 
するも、テクニカルサポートの効率化（札幌移設）により、 
人件費は横ばいに（対前年同期比 ＋０％） 
 

システム安定高速化のための投資を行うも、過去資産の償却 
や、非主力サービス用資産の除却などにより、減価償却費は 
横ばいに（対前年同期比 ＋０％） 
 
自社販路への集中により、結果的に販売費（広告費＋代理店 
手数料）を抑えられている（対前年同期比 △８％） 
 

 利益 平成２５年３月期 第２四半期決算説明資料 
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【 連結利益 】 

単位：百万円 

上 下 上 下 上 下 上 下 上 下 上 下 上 
2012 2011 2010 2009 2008 2007 2006 

フロウ収益（マーケティング支援による収益）はストック収益（システム利用収
益）よりも現状の利益率は低いが、将来的に価値を発揮するのは前者であるとい
う想定で、前者の拡大を進めている。結果的に利益額は拡大しているが利益率は
漸減傾向。 
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資産、負債・純資産の推移 
２００９ 
上期 

２００９ 
下期 

２０１０ 
上期 

２０１０ 
下期 

２０１１ 
上期 

２０１１ 
下期 

２０１２ 
上期 

前期末比 

資 産 の 部 ２,９３７ ３,２０２ ３,１１２ ３,３８３ ３,４９４ ４,０１２ ４,１０２ ＋２％ 

負 債 の 部 １,４９２ １,６３１ １,６７４ １,７６４ １,８０５ ２,２０３ ２,１７７ △１％ 

純資産の部 １,４４５ １,５７１ １,４３７ １,６１９ １,６８９ １,８０９ １,９２５ ＋６％ 

資産拡大（事業規模の成長による） 
    資産    ４,１０２百万円     前期末比 ＋９０百万円 

 

純資産拡大（剰余金の積み増しによる） 
 純資産 １,９２５百万円    前期末比 ＋１１６百万円 

 

固定資産横ばい 
   安定高速化のためのシステム投資を進めるが、 
      固定資産の償却、除却とバランスされる 

 

[ 百万円、百分率 ] 

 貸借対照表 平成２５年３月期 第２四半期決算説明資料 

単位：百万円 

上 下 上 下 上 下 上 下 上 下 上 下 上 
2012 2011 2010 2009 2008 2007 2006 
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【 連結キャッシュ・フロー】 
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（ 参考：キャッシュ・フローの推移 ※開示ベース ） 

２００９ 
上期 

２００９ 
下期 

２０１０ 
上期 

２０１０ 
下期 

２０１１ 
上期 

２０１１ 
下期 

２０１２ 
上期 

対前年 
同期比増減 

営 業 活 動 ３３１ ３４９ ２４７ ３８７ １８４ ４０８ ４４２ ２５７ 

投 資 活 動 △１５６ △１８０ △７７ ４ △１７ △６４ △４５０ △４３３ 

財 務 活 動 △１９３ △０ △２９７ △０ △１５６ △２ △１００ ５６ 

期 末 残 高 １,５３９ １,７０８ １,５８２ １,９７３ １,９８１ ２,３２７ ２,２１４ ２３３ 

[ 百万円 ] 

事業蓄積キャッシュを事業投資と株主還元 
            四半期末残高    ・・・    １,２１２百万円 
 

       営業活動ＣＦ  ・・・  ＋５８５百万円 
 

       投資活動ＣＦ  ・・・  △１５０百万円  

   

       財務活動ＣＦ  ・・・  △１００百万円 

 キャッシュ・フロー計算書 平成２５年３月期 第２四半期決算説明資料 

 現預金残高 
財務活動（△） 
投資活動（△） 
営業活動（＋） 

2012 
上期 

2011 2010 2009 2008 2007 2006 

（※実質ベース 顧客からの一時的な預り金(1,300百万円)除く、短期の定期預金(△300百万円)含む） 
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大手依存度（利益率が低い）の低下、 
および事業運営全体の効率化により 
利益増 
       売上高    ８７４百万円（対前年同期比 ＋５１％） 

       営業利益       ２０百万円（プラス転） 

       経常利益       ２０百万円（ 〃   ） 

       半期純利益   １４百万円（ 〃  ） 

 

 

掛仕入の実現により資金繰りも順調 

〔 参考 〕 プレシ社（集客事業）の業績推移 平成２５年３月期 第２四半期決算説明資料 

単位：百万円 

営業損益〔左軸〕 

経常損益〔左軸〕 

当期(半期)純利益〔左軸〕 
 

売上高〔右軸〕 
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活動概要 

ＥＣの環境シフトに対応するための、抜本的な行動改革を実施中。 

開店の１０年から、売上げの１０年に対応。 これに伴う積極的な投資を継続 
 

 

 

 

 

施策面         ・   一巡したＥＣの在り方から、第二楽章への転換施策 続行。 

                             ・   ソーシャルによる導線変化と消費時間変化への対応。 

 

製品面             ・   施策に準ずる。 

                             ・   安定高速を最優先。 

 

財務面         ・   2012にひきつづき、ＢＳをＰＬ化してゆく。 

 
 

 

組織面         ・    若返りと、ジャッジ速度アップ。 
 
 

 

 

活動概要および今後の課題と施策 平成２５年３月期 第２四半期決算説明資料 
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設立年月日               １９９９年２月１７日 
資 本 金             ５億２,３３２万円 
発行済株式総数     ５１,６３６株  内、自己株式数 ９,１１１株 

本   社             東京都港区西新橋１－１０－２ 
従 業 員             １５７名     前期末比１４名増 
                   正社員１２８名、契約・派遣社員・アルバイト２９名 

代 表 者             石村 賢一 
株  式  市  場             ４３０４ 大阪証券取引所ジャスダック市場 ２００１年９月１９日上場 
  
  
 
 

         ３０,４８４顧客   ２７,２８５店舗 ＋ ３,１９９サイト 

P.16 

会社概要 平成２５年３月期 第２四半期決算説明資料 
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